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5．HBs抗原陰性の各種肝疾患におけるHBc抗体測定

　　の意義
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ロブリンを添加して測定値への影響をみたところ，PEG

法では変化をみたが，本法では変化を認めなかった．

　当院職員30例での，健常人AFP値は，25例が測定感

度以下，5例が4．6～8．7　ng／m1に分布した．5例の平均

値6．2土1．6ng／mlにより，正常値は，10　ng！m1以下と

考える．このキットは，抗AFP・モノクローナル抗体を

用いているが，これまでのAFP測定値と全く変らぬ成

績を示した．本法における血清蛋白の影響，ならびに測

定値については，今後さらに検討する．

　今回われわれは，HBs　Ag陰性者247例のanti　HBcを

RIA法で半定量的に測定し，5段階に分類した．その

結果，慢性肝炎，肝硬変，肝細胞癌と進行するにつれ，

anti　HBcのtiterが上昇した．これは，HBs　Ag陰性の肝

疾患についても，HBVがその進行に関与しているため

と思われた．anti　HBcを半定量的に測定することは，

その疾患とHBVとの関連の程度および，その予後を知

る上で臨床的に非常に有用であると思われた．

6．α・フェト・リアビーズ法の基礎的検討
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AFP－RIA　BEADS　KIT（DArNABOT）の基礎的事項

について検討した．

　2日間にわたって測定する標準法，振塗しながら日内

で測定する短時間法の2法につき，患者血清を用いて比

較したところ，検体43例での両法の相関は，r＝0．993，

y＝1．07×－0．14と良い相関を示した．したがって短時

間法につき以下の検討をした．

　10回の異なるアッセイで得た標準曲線の各濃度の変動

は，C．V．＝4．3～12．9％と安定していた．測定感度限界

は，3．O　ng／mlであった．

　精度は，キット内C．V・＝4．3～5・4％，キット間が3・0

～7．3％となった．回収率は89．7～112％，平均99．4％

を示した．希釈試験では，1桁代より104桁代の高い倍

率まで希釈を試みたところ，いずれも良好な希釈曲線と

なった．

　PEGを用いたAFP－RIA　IIとの相関を70例でみたと

ころ，r＝0．946，　y－1．06×－1．05と，有意の相関が得ら

れた．患者血清に，0．9，1．8，3．6mgltube人ガンマーグ

7．RI注文励起X線（Radioactive　Implant　Induced　X・

　　ray　Emission）法の展開（1）甲状腺中の安定ヨウ素

　　の102Tlによる定量
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　非侵襲的に生体内の重金属を測定する目的で，新しく

RI注文励起X線分析法（RIXE法）の検討を進めてい

る（Chem，　Lett．，1982，1413－1416）．核医学によく使用さ

れるRIは，①低エネルギー光子を放出する，②生体

内分布がよく知られている，③被曝線量もよく知られ

ている，などの点で，この目的の注文線源として適してい

る．本報告では42Moから7gAuまでの元素に高い励起

効率をもつ201Tlを用いる，201TI　RIXE法による甲状腺

中の531の定量についてファントーム実験を行った．甲

状腺ファントームは，2本のポリカーボネイト製試験管

を，ORNL頸部ファントームの甲状腺穴部にセットす

ることによりつくった．2本の試験管には甲状腺重量を

考え10m1水溶液（一定量の安定ヨウ素，201Tl放射能を

含む）を加えた．臓器深さによる光子の減弱については，

アクリル板を使用した．光子測定は高純度Ge検出器と

4096多重波高分析器によった．ファントーム実験，201T1

放出光子，創生されたIK。（28．6　KeV）光子の吸収実験

により次のことがわかった．（1）正常人の甲状腺ヨウ素

濃度を検出することができる．（2）甲状腺の深さは201Tl

放出光子の測定より推定できる．（3）甲状腺の体積（重

量）はIK、強度より推定できる．（4）したがって濃度が

推定できる．（5）スキャン法によりヨウ素の分布も推定

できる．（この詳報はInt．　J．　apP1．　Radiat．　lsotopes誌に

印刷予定である．）
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